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議会だより　134 号議会だより　134 号

予　

算

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
10
号
）

　

６
億
８
３
８
８
万
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
66
億
８
１
０
０

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
町
民
税
（
現
年
度
課
税
分
）

 

６
４
５
３
万
円

・
普
通
交
付
税 　

３
７
０
０
万
円

・
特
別
交
付
税 　

３
９
６
３
万
円

・
土
地
改
良
事
業
等
分
担
金

▲
１
３
６
９
万
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

▲
２
８
５
６
万
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

 

１
８
２
０
万
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

　

整
備
費
補
助
金

 

６
億
６
０
５
１
万
円

・
素
材
売
払
収
入 

１
８
３
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
寄
附
金

３
０
０
０
万
円

２

　第１回定例会が３月７日から１３日の間で開催

され、議案２３件、同意３件、諮問２件、承認１件、

発議３件、意見案１件の審議を行い、いずれも原

案のとおり可決しました。

（令和５年度当初予算については、６～９頁の

「特集 まちの予算をみる」をご覧ください。）

第１回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

 

佐
呂
間
漁
協
ホ
タ
テ
玉
冷
加
工
施
設
整
備
に
係
る
補
正
予
算
を
可
決

３

　・審議した議案②　

第１回定例会

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
３
億
２
６
１
０
万
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

　

整
備
事
業
費
債

２
億
１
８
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
基
金
積
立

　

金　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

・
予
防
接
種
委
託
料▲

１
１
９
３
万
円

・
道
営
土
地
改
良
事
業
等
負
担
金

▲
１
７
４
８
万
円

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設

　

整
備
事
業
費
補
助
金

 

８
億
７
８
５
１
万
円

・
小
規
模
事
業
者
開
業
支
援
補
助
金

６
０
０
万
円

・
若
里
基
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

▲
３
２
４
９
万
円

・
遠
軽
地
区
広
域
組
合
負
担
金

　

（
消
防
費
）　

▲
２
３
５
６
万
円

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計  

  

繰
出
金　
　

 

▲
１
０
１
２
万
円

■
令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

５
８
０
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
３
億
３
４
４
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
公
共
下
水
道
事
業
費
補
助
金

▲
１
４
４
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金

▲
１
６
２
万
円

・
公
共
下
水
道
事
業
費
債

▲
１
４
０
万
円

条　

例

■
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

５
５
７
５
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
４
億
６
６
６
３
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
補
助
金　

 

▲
１
４
６
７
万
円

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事

  

業
費
補
助
金　

 

▲
５
６
１
万
円

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
債　
　
　

 

▲
２
２
２
０
万
円

・
佐
呂
間
簡
易
水
道
基
幹
改
良
事   

  

業
費
債　
　

 

▲
１
０
７
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
若
佐
簡
易
水
道
区
域
拡
張
事
業

  

費
負
担
金　

 

▲
３
６
６
７
万
円

・
若
佐
給
水
区
送
水
管
布
設
工
事

▲
２
３
８
万
円

・
若
佐
給
水
区
配
水
池
新
設
工
事

▲
１
２
８
１
万
円

■
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
８
億
１
５
９
８
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
１
０
２
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
２
４
８
７
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
現
年

　

度
分　
　
　
　

 

▲
５
５
３
万
円

・
介
護
給
付
費
交
付
金
現
年
度
分

　
　
　
　
　
　
　

 

▲
８
８
４
万
円

・
介
護
給
付
費
道
負
担
金
現
年
度
分

▲
３
９
５
万
円

・
介
護
給
付
費
繰
入
金▲

４
６
２
万
円

・
前
年
度
繰
越
金 

２
０
４
３
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

▲
９
４
７
万
円

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

▲
１
０
６
万
円

■
令
和
４
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

５
２
５
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
５
３
６
１
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

 

新
た
な
個
人
情
報
保
護
制
度
の  

 

施
行
に
伴
う
条
例
制
定

■
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

　

の
制
定

■
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　

審
査
会
条
例
の
制
定

■
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
国
や
地
方
公
共
団
体
等
と

い
っ
た
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
主

【
主
な
歳
入
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料

（
自
己
負
担
金
）　

 

２
４
９
万
円

・
一
般
会
計
繰
入
金▲

１
０
１
２
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
給
与
費
（
一
般
職
）▲

２
１
７
万
円

・
共
済
組
合
負
担
金
等
（
一
般
職
）

▲
１
３
０
万
円

■
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

59
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
９
５
３
６
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　

◎
小
規
模
事
業
者
開
業
支
援

　

補
助
金
に
つ
い
て

渡辺

【
答
弁
】
本
補
助
金
交
付
要
綱
で

は
、
町
商
工
会
に
加
盟
し
開
業
か

ら
５
年
以
上
、
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
等
を
対
象
要
件
と
し
、
提
出

さ
れ
た
事
業
計
画
書
等
の
必
要
書

類
を
町
商
工
会
並
び
に
町
担
当
部

署
に
て
審
査
の
う
え
、
適
正
と
認

め
ら
れ
る
事
業
者
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
お
り
、
交
付
後
に

廃
業
な
ど
の
状
況
と
な
っ
た
際
に

は
補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
た

　
　
　
　

補
助
額
も
大
き
い
た
め
、

　
　
　
　

慎
重
に
審
査
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

渡辺

　
　
　
　

【
答
弁
】
他
の
補
助
事
業
も
含
め
、

審
査
を
徹
底
し
、
今
後
の
町
政
運

営
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

本
補
助
金
の
交
付
を
受

　
　
　
　

け
る
た
め
の
要
件
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
件
が

満
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　

◎
未
就
学
児
均
等
割
保
険
料
に

　

つ
い
て

【
答
弁
】
対
象
児
は
42
名
前
後
で
、

町
負
担
金
は
16
万
８
０
０
０
円
が

持
ち
出
し
と
な
り
、
そ
れ
以
外
は

国
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定
支
援
金

で
賄
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

本
保
険
料
に
つ
い
て
は

　
　
　
　

今
年
度
よ
り
、
国
か
ら

２
分
の
１
の
助
成
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
の
対

象
人
数
と
影
響
額
は
ど
れ
く
ら
い

で
し
た
か
。

但木

【
主
な
歳
出
】

・
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修

  

工
事　
　
　
　

 

▲
２
７
０
万
円

・
職
員
手
当
等
（
一
般
職
）

▲
１
５
４
万
円

体
ご
と
に
適
用
さ
れ
る
法
令
や
所

管
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
社

会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

や
個
人
情
報
の
保
護
と
デ
ー
タ
流

通
の
両
立
等
を
図
る
た
め
、
昨
年

５
月
に
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
改
正
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

新
法
に
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護

制
度
は
国
の
個
人
情
報
保
護
委
員

会
の
所
管
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
の
個
人

情
報
保
護
条
例
で
定
め
て
い
た
事

項
の
多
く
が
新
法
で
規
定
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
町
個
人
情
報
保
護

条
例
を
廃
止
し
、
新
法
に
よ
る
適

切
な
運
用
を
図
る
た
め
規
定
を
整

理
し
、
新
た
に
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
は
現
在
、
現
行
の

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
中
で
実

施
機
関
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
た
な
個
人
情
報
保
護

法
で
は
議
会
に
お
け
る
個
人
情
報

の
取
扱
い
は
法
の
適
用
範
囲
外
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
責
務
は
あ

る
こ
と
か
ら
、
議
会
独
自
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。



令和５年 ３月定例議会号令和５年 ３月定例議会号

議会だより　134 号議会だより　134 号 ４

第１回定例会

・審議した議案③　

　　

５

意
見
書

■
食
料
安
全
保
障
の
強
化
及
び

　

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の

　

確
立
と
酪
農
・
畜
産
経
営
の

　

安
定
を
求
め
る
意
見
書

　

第
一
次
産
業
を
主
体
と
す
る
農

村
地
域
は
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

に
伴
い
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
多
発
す
る
自
然
災

害
に
よ
り
食
料
生
産
基
盤
が
脆
弱

化
し
、
さ
ら
に
相
次
ぐ
大
型
貿
易

協
定
発
効
に
よ
り
、
農
畜
産
物
の

市
場
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
に
よ
る
燃
油
や
飼
料
、
肥

料
、
資
材
等
の
高
騰
な
ど
、
農
業

経
営
の
存
続
が
危
機
的
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
よ
る
食
料
の
安

定
生
産
・
供
給
に
向
け
た
持
続
可

能
な
政
策
の
確
立
と
、
牛
乳
乳
製

品
の
消
費
拡
大
と
需
給
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
高
の
農
畜

産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
が
な
さ

れ
る
よ
う
、
流
通
・
販
売
業
者
や

消
費
者
の
理
解
を
醸
成
し
、
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
大
臣

宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

■
サ
ロ
マ
湖
１
０
０
km

ウ
ル
ト
ラ

　

マ
ラ
ソ
ン
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
た

本
大
会
に
つ
い
て
、
２
月
２
日
に

行
わ
れ
た
大
会
実
行
委
員
会
で
協

議
さ
れ
、
本
年
６
月
25
日
（
日
）

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
今
回
で
38
回
目
と
な

り
、
全
国
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

が
雄
大
な
サ
ロ
マ
湖
を
舞
台
に
疾

走
し
ま
す
が
、
大
会
の
開
催
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
関
係
各
位
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他

同　

意

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会

　

委
員
の
選
任
同
意　
　
　

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
13
町
村
４

組
合
が
共
同
で
設
置
し
、
地
方
公

共
団
体
職
員
の
勤
務
条
件
や
不
利

益
処
分
に
関
す
る
審
査
を
行
う
オ

ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
委
員

と
し
て
、
次
の
方
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

■
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

　

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

　

制
定

　

町
の
条
例
、
規
則
等
に
基
づ
く

手
続
き
に
つ
い
て
、
町
民
の
利
便

性
の
向
上
、
行
政
運
営
の
簡
素
化

及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
、
従

来
の
書
面
等
に
よ
る
手
続
き
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
を
可
能
と

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

■
地
域
公
共
交
通
会
議
設
置
条
例

　

の
制
定

　

地
域
公
共
交
通
会
議
は
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
形
態

の
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
促
進

を
図
る
場
と
し
て
、
道
路
運
送
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、

遠
軽
地
区
３
町
で
は
、
生
活
圏
に

お
け
る
地
域
公
共
交
通
計
画
の
共

同
策
定
に
関
す
る
協
議
及
び
実
施

に
係
る
連
絡
調
整
を
行
う
た
め
、

遠
軽
地
区
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
の
設
置
に
向
け
協
議
中
で

あ
り
、
各
町
の
地
域
公
共
交
通
会

議
を
分
科
会
と
し
て
位
置
づ
け
、

各
町
の
旅
客
運
送
に
関
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
持
続
可
能
な
提
供
の
確
保

に
資
す
る
よ
う
協
議
を
行
わ
せ
る

べ
く
、
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設

置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正

　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
は
、
令

和
４
年
度
の
全
施
設
の
出
産
費
用

の
平
均
額
の
推
計
等
を
勘
案
し
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
全
国
一
律
で

50
万
円
に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
さ

れ
、
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
本
年
２
月

に
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
準
拠
し
、

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
に

伴
う
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

■
総
合
介
護
条
例
の
一
部
改
正

　

現
在
の
町
総
合
介
護
条
例
が
旧

介
護
保
険
制
度
下
の
表
現
の
ま
ま

で
あ
り
、
介
護
保
険
法
改
正
に
よ

る
地
域
支
援
事
業
の
改
正
内
容
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
行
制
度
に
沿
っ
た
内
容
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
延
滞
金

に
つ
い
て
、
町
の
税
条
例
の
準
用

規
定
に
係
る
読
替
規
定
が
な
く
、

延
滞
金
の
取
扱
い
が
不
明
確
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読
替
規

定
を
設
け
る
べ
く
改
正
す
る
も
の

で
す
。

諮　

問

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　

推
薦

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

各
市
町
村
で
人
権
相
談
な
ど
の
活

動
を
行
う
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
次
の
方
々
を
法
務
大
臣
へ
推

薦
す
る
た
め
、
議
会
に
意
見
を
求

め
ら
れ
適
任
と
し
ま
し
た
。

◎
宮
前
町　
　

原 　

 

昭 

広　

氏

◎
永
代
町　
　

草 

野 

宏 

繁　

氏

■
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　

現
行
の
議
会
会
議
規
則
と
、
新

た
に
制
定
し
た
議
会
基
本
条
例
と

の
質
疑
応
答
に
関
す
る
内
容
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

14
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
59
億
９
７
１
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
責

任
を
認
識
し
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
、

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

な
ど
、
地
方
分
権
時
代
に
相
応
し

い
議
会
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に

し
、
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
全

力
で
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
、

議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
条
例
の
概
要
に
つ
い

て
は
12
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
権
利
の
放
棄

　

町
営
住
宅
の
家
賃
及
び
水
道
料

金
の
債
務
で
、
債
務
者
の
死
亡
後

に
時
効
期
間
が
満
了
し
た
も
の
な

ど
、
合
計
19
件
の
使
用
料
債
権
の

放
棄
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

本
年
１
月
の
町
公
用
車
と
駐
車

中
の
無
人
車
両
と
の
接
触
事
故
に

関
す
る
損
害
賠
償
額
が
決
定
し
ま

し
た
。

・
損
害
賠
償
額 

７
万
７
７
０
２
円

第２回定例会は６月に開催されます !!
 

日程の詳細は、町広報６月号の折込みチラシを

ご覧いただき、ぜひ傍聴にお越しください。

第１回定例会

・審議した議案④　

・町長行政報告　　

　３月１３日の第１回定例会閉会後に、可決した同意
案件のうち「固定資産評価審査委員会委員」に選任同意
した方の兼職（町農業委員会委員）が地方税法にて禁止
されていたことが判明したため、改めて３月１５日に第
１回臨時会を開催して同意１件の審議を行い、原案のと
おり可決しました。（下記※印のとおり）

第１回臨時会

　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
３

月
22
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
21
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

◎
大
空
町　
　

山 

下 

英 

二　

氏

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
同
意

　

固
定
資
産
の
価
格
に
関
す
る
不

服
申
立
て
を
審
査
す
る
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、

次
の
方
々
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
に
つ
い
て
は
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

◎
永
代
町　
　

榎 

本 　

 

彰　

氏

◎
若
佐　
　
　

長 

岡 　

 

巧　

氏

　

（
※
長
岡
氏
は
第
１
回
臨
時
会
に

　

  

て
選
任
同
意
し
ま
し
た
。）

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

令
和
４
年
度
に
執
行
し
た
工

事
及
び
委
託
事
業
に
つ
い
て
は
、

総
事
業
件
数
85
件
、
総
事
業
費

８
億
２
３
０
０
万
円
が
発
注
さ
れ

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
影
響
か
ら
、
今
年
度

の
資
材
調
達
が
不
可
能
と
な
っ
た

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
設
備
改
修

工
事
（
電
気
設
備
）
が
令
和
５
年

度
へ
繰
越
と
な
り
ま
し
た
が
、
事

業
現
場
で
の
事
故
等
も
な
く
、
繰

越
工
事
を
除
く
全
て
の
事
業
が
無

事
に
完
了
し
ま
し
た
。

）（


